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１ 日  時     令和 6 年 4 月 18 日（木）～ 4 月 19 日（金） 

２ 研 修 地      大山町役場本庁舎 オンライン研修 
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研修内容 

（ 内  容 ） ( 場 所 ） 

(1)国家戦略特区の取組と地方創生 （発信地） 
全国市町村国際 
文化研修所 

(2)「お笑い」の力で地域活性化 

(3)地域マーケティングによる戦略的なまちづくり  

(4) 地域ブランディングのケーススタディ～地域資源を活

用した”香り”とプロダクト開発の道のり～ 
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研修結果 

又は概要 

6666（意

見・ 

感想） 

(1) 国家戦略特区の取組と地方創生 
講師：兵庫県県養父市長 広瀬 栄 先生 
 
 始に、能登半島地震に関連して、人口減少や高齢化により地域のポテンシ

ャルが低下しているため、復興が遅れる地域であり、養父市と類似している

として、激甚化する災害に備え、未来のリスクを可視化して、その対策を市

民と共有する必要性を離された。 
   次に、養父市の概要と、国の特区制度を活用して、養父市に住む全ての人

にとって居心地の良い「居空間（いくうかん）」の実現を、町づくり計画の

テーマに据えてた取り組みの様子について話があった。 

   その中で、特に興味深かったのは農業を守るための取り組みで、①農業従

事者が高齢化などにより減少する対策として、農業委員会の持つ権限の一部

を市に移管して農地の流動化を促進、②農業生産法人の設立要件を緩和し、

６次産業化を促進、などの紹介があった。 

   また、コロナ対策として、感染症の流行状況を把握するため、下水に含ま

れるウィルスを調査する下水サーベイランスを実施し、未来の危機に備えて

いるとも話された。 

   最後に、「養父市には守らなければならないものがある。だから、養父市

は挑戦し続ける。」と話を絞められた。 

   農業振興の取り組みの中には本町でも検討すべき事項があるが、何よりも

最後に話されら市長の思いを聞き、「大山町は何を守るべきか。」を心の問

いかける講演であった。 

  

 



(2) 「お笑い」の力で地域活性化 

講師：㈱よしもとエリアアクション 代表取締役社長 泉 正隆 先生 

 

 吉本が、傘下の芸人の仕事を拡大するための一環として行っている、「住

みます芸人」の活動について話があった。 

 芸人一人ひとりが、特性を生かして自主的に活動している様子が紹介され

た。本町において活用するためには、相当な工夫が必要であると感じた。 

 

(3) 地域マーケティングによる戦略的なまちづくり 

講師：秋田大学教育文化学部准教授 益満 環 先生 

 

 講師が、産官学連携により取り組んできた「日本酒造り」を例に、秋田県

や大仙市における酒を取り巻く状況や学生が取り組んだ酒造り作業の内容、

情報発信の状況等について話された。特に情報発信については、どんなに商

品の品質が良くても価値が知られなければ、商品がないのと同じだとして

「商品力」「発信力」のバランスが大切であると強調され、ＴＶの報道やＣ

Ｍ、新聞報道、インスタグラム、YouTube、ラジオ、広報紙、販売会での接

客等、実際に行ってこられた手法ごとの成果と分析から詳しく説明された。

そして、連携事業の最終目的は「地域の活性化」であると志を述べられた。 

 産官学連携事業を成功させるための要因として、①関係者が「共通の志と

目的を共有する」、②「資金・人材を確保する」、③「既存の地域資源を活

用する」、④「とことんコミュニケーションをとる」、⑤「多くの人・組織・

地域を巻き込む」の５点を挙げられた。 

 今後の方向性を、酒造りを核として「地域活性化」と「経済活性化」の２

つのサイクルを回していきたいとされた。 

 中心となる人の情熱と、フォローする人の支援が大切であると感じた。 

 

(4) 地域ブランディングのケーススタディ 

～地域資源を活用した”香り”とプロダクト開発の道のり～ 

講師：株式会社 CARTA 代表取締役 矢田部 美里 先生 

 

「サンゴの砂」という従来は資源として意識されてこなかった物を、愛好

家から注目されている「地域の香り」を含ませる素材として活用できるので

はないかとの着想を得て創業し、成功された講演であった。 

   商品開発において、購入する客層を明確にすることの大切さを感じた講演

であった。 

 



  

調査結果 

又は概要 

(意見・ 

感想） 

(5) まとめ 
   JIAM の議員特別研修を受講していつも感じることであるが、成果を上げ

ている事業には、担当する職員の情熱と、それをフォローする上司、同僚、関

係団体・企業そして地域・住民の理解と協力が見える。町の役割は、情熱を持

った人材を見つけ、育て、周辺の人・物・金といった環境を整備することでは

ないかと思う。 
 
 

 


